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今
年
も
よ
ろ
し
く

　お願
い
申
し
上
げ
ま
す

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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午年生まれの皆様から
一言メッセージ

2026年が皆様にとって
　良き1年になりますように…。

2026年

猿島地区

田 中 悠 斗 さん

　新年あけましておめでとう
ございます。
　昨年は新しい環境に踏み出

した自分自身にとって、大変忘れられない一年
になり、多くのことを学びえることができまし
た。今年は、これまでの経験を活かして率先し
て行動し、充実できる一年を過ごしていきたい
と考えています。
　今年もよろしくお願いいたします。

境地区

小 口 祈 子 さん

　あけましておめでとうござ
います
　私は、今年小学六年生にな

ります。私は六年生になってがんばりたいこと
があります。それは、英会話です。私は最近、
外国のアニメや外国のゲームにはまっていて、
日本語音声だけでなく英語の音声もきくように
なりました。しかし、私が知っているのはほん
の一部の英単語だけなので、何を言っているの
かがあまり分かりません。英語をもっと覚えて、
何を言っているのかが分かるようになってから
見ると、またちがうと思うので、英会話をもっ
とがんばりたいと思いました。

総和地区　

小 泉 俊 行 さん

　新年あけましておめでとう
ございます。
　12年に一度の午年が回っ

てくる度に、時の流れの速さを感じてしまいま
す。あっという間に過ぎていく毎日に後悔しな
い為にも仕事、家族に対して全力でぶつかって
いきたいと思います。
　午年は躍動感や前進、幸運を象徴する年と言
われているように、本年が皆様にとって幸多き
年になりますよう、お祈り申し上げます。

五霞地区

髙野 倫乃介 さん

　ぼくは、少年野球チームに
所属しています。今年のチー
ムの目標は、全国大会出場で

す。去年は、関東大会一回戦敗退で、とてもく
やしい思いをしました。そのため、今年は絶対
に全国大会出場を果たします。目標を達成する
ために、ぼくが一番力をつけたいことは、バッ
ティングです。毎試合ヒットを打てるように、
たくさん練習をして、チームの勝利にこうけん
し、チームを引っ張っていけるような選手にな
りたいです。

古河地区

北嶋 美代子 さん

　新年あけましておめでとう
ございます。
　新しい年も健康第一に毎日

を大切にし、家族や友人たちと食事や旅行に出
掛けて元気に過ごしていきたいと思います。
　仕事面では、近年の農業をとりまく環境は厳
しいものがありますが、負けずに丹精込めて良
い野菜を作ってお届けできるようがんばります。
　日々、感謝の気持ちを忘れずに笑顔で一年を
歩んでいきたいと思います。

三和地区

知 久 秀 夫 さん

　新年あけましておめでとう
ございます。今年は丙午の年
となり「勢いとエネルギーに

満ちて活動的になる」と考えられています。
　昨今の物価高により農業関係資材の高騰や、
夏の記録的高温により農業を取り巻く環境が厳
しくなっておりますが、今年も健康で活動的に
頑張っていきたいと思います。

こう　 の　 　りん　 の　  すけ

こ　　いずみ　 とし　　ゆき

こ　　 ぐち　　 き　　　こ

きた　じま　　 み　  よ　　こ

た　　  なか　　ゆう　　 と

ち　　  く　　  ひで　　 お
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新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
組
合
員
並
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
農
協
事
業
に
特

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
は
、
能
登
半
島
が
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
て
か
ら
１
年
と
な
り
、
復
興
へ

の
歩
み
が
本
格
化
し
た
年
と
し
て
歴
史
に
刻
ま
れ
同
時
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
は

30
年
目
、
終
戦
か
ら
は
80
年
と
い
う
重
要
な
節
目
を
迎
え
、
日
本
の
災
害
復
興
力
と
平

和
へ
の
意
識
を
再
確
認
す
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
情
勢
で
は
、
様
々
な
課
題
と
可
能
性
が
交
錯
す
る
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

特
に
団
塊
の
世
代
約
８
０
０
万
人
が
全
員
75
歳
以
上
と
な
る
こ
と
で
、社
会
全
体
に
様
々

な
影
響
を
あ
た
え
、
ま
た
国
際
情
勢
の
緊
迫
を
要
因
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
肥
料
・
飼

料
等
の
生
産
資
材
価
格
高
騰
に
加
え
、
枝
肉
価
格
市
況
の
低
迷
な
ど
農
業
経
営
は
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
農
業
分
野
で
は
、
高
齢
農
業
者
の
リ
タ
イ
ア
に
よ
る
担
い
手

不
足
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
食
料
自
給
率
の
低
下
と
い
っ
た
問

題
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
令
和
８
年
は
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生

産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
基
本
的
な
柱
を
前
年
度
を
踏
ま
え
た
継
続
年
で
あ
り
、

組
合
員
・
地
域
住
民
と
と
も
に
食
と
農
を
支
え
る
協
同
の
力
を
発
揮
す
る
よ
う
努
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
当
農
協
で
は
、
所
得
増
大
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
、
組
合
員
や
地
域
の
皆

さ
ま
の
「
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
健
康
を
支
え
る
基
本
は
、
日
々

の
「
食
」
で
あ
り
ま
す
。
管
内
で
は
東
京
の
台
所
と
言
わ
れ
る
立
地
を
生

か
し
、
農
作
物
が
多
種
栽
培
さ
れ
て
お
り
生
産
が
盛
ん
で
、
茨
城
県
の
銘

柄
産
地
の
指
定
野
菜
を
は
じ
め
と
す
る
、
新
鮮
な
野
菜
を
日
々
京
浜
市
場

を
中
心
に
供
給
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
地
元
の
安
全
・
安
心
・
新
鮮
な
野

菜
を
身
近
で
感
じ
ら
れ
る
農
産
物
直
売
所
な
ど
を
通
じ
て
皆
さ
ま
に
、
毎

日
提
供
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
国
で
掲
げ
て
お
り
ま
す
、
私
た
ち
の
国
で
消
費
す
る
も
の
は
、
そ
の
国

で
生
産
す
る
と
い
う
「
国
消
国
産
」
を
重
要
視
す
る
こ
と
は
、
健
康
の
維

持
に
欠
か
せ
な
い
取
組
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
方
に
は
、
ぜ
ひ

管
内
で
育
っ
た
多
く
の
野
菜
を
食
宅
へ
彩
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
を
維
持
す
る
上
で
あ
わ
せ
て
必
要
な
も
の
は
「
余
暇
を
楽

し
む
こ
と
」
と
思
い
ま
す
。
管
内
で
は
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
や
、
国
内
外
旅
行
、
地
域
の
感
謝
祭
な
ど
、

皆
さ
ま
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
毎
年
６
月
23
日
を
む
つ
み
の
日
と
し
、

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
拡
大
に
向
け
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
、
各
支
店
で

は
皆
さ
ま
方
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
女
性
部
活
動
に
お
き
ま
し
て
も
、
健
康
増
進
の
た
め
の
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
、
毎
年
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
大
き
な
歓
声
の
中
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
健
康
管
理
、
介
護
・
福
祉
、
防
災
、
交
通

安
全
、
生
活
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
支
援
や
葬
儀
の
ご
相
談
、
相
続
相
談
等
、

地
域
農
業
振
興
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
経
営
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
た
組
合
員
と
の
対
話
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
変
え
る

た
め
の
考
動
」
に
よ
る
自
己
改
革
を
継
続
し
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

に
努
め
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
と
な
る
た
め
の
事
業
戦
略
と

し
て
「
持
続
可
能
な
収
益
性
と
健
全
性
の
確
保
」
を
追
求
し
な
が
ら
組
合

員
・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
Ｊ
Ａ
が
信
頼
さ
れ
る
組
織
事
業
運
営
展

開
を
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
む
す
び
に
、
２
０
２
６
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
年
と
な
ら
れ
ま
す

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。



 日頃の感謝を込めて

むつみ感謝祭開催
！

ご来場ありがとうござ
いました！！

　ＪＡ茨城むつみは11月22日総和支店、29日猿島中央支店、五霞支店、12月６日三和支店でむつみ
感謝祭を開催しました。イベントでは食料品や野菜果物、肥料農薬の販売を行い約1,200名の方にご来場
いただきました。また、くらしの活動の一環として来場者に「さしまの息吹」のプレゼントを行いました。

総和支店
11月22日

　来場者へサイコロゲームで出た数、卵の無料配布を行いました。
　女性部では赤飯・山菜おこわ、園芸部会では焼きそばの販売をしました。
　キッズコーナーでは射的を行いました。　

猿島中央支店
11月29日

　アンバサダーの佐々木もよこさん、菊池陽奈乃さん、スペシャルゲストとしてアキ
ラ100％を招き地産地消ＰＲ行いました。ローズポークと豚汁の試食行いました。
　また女性部ではそば・うどん・赤飯・フランクフルトを販売し、キッズコーナーで
はストラックアウトを行いました。

五霞支店
11月29日

　来場者へ地場産野菜・餅まきの無料配布。モルック参加者に地場産品の参加賞のプ
レゼントを行いました。
　女性部ではかきあげそば・うどんの販売を行いました。

三和支店
12月６日

　来場者へ新米・バラの無料配布、ローズポークの試食を行いました。
　女性部では焼きそば、赤飯、豚汁、カレーを販売し、養豚部会ではもつ焼きの販売
を行いました。キッズコーナーではだるま落とし・わなげ・金魚すくいを行いました。
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「
ぬ
く
も
り
」
で
「
女
性
部
お
手
製
　
年
越
し
そ
ば
」

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
」で
は
12

月
10
日
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
毎
年
恒
例
の
「
ち

ょ
っ
と
早
い
年
越
し
そ
ば
」
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
お
蕎
麦
、
こ
の
日
の
た
め
に
茨
城
む
つ
み

女
性
部
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
地
元
の
そ

ば
粉
、
そ
し
て
手
打
ち
と
い
う
こ
と
で
皆
さ
ん
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
る
く
ら
い
人
気
が
あ
り
ま

す
。
今
年
も
35
人
の
超
満
員
。

　
今
回
は
総
和
地
区
の
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
朝
早

く
か
ら
集
ま
っ
て
腕
を
振
る
っ
て
い
た
だ
き
打
ち

立
て
を
持
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぬ
く
も

り
の
厨
房
で
は
海
老
や
カ
ボ
チ
ャ
、
か
き
揚
げ
を

揚
げ
だ
す
と
フ
ロ
ア
ー
に
い
い
匂
い
が
漂
う
お
蕎

境
地
区
健
康
ふ
れ
あ
い
館
オ
ー
プ
ン

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
、
11
月
27
日
よ
り
境
地
区
に
て
体
験

施
設
「
健
康
ふ
れ
あ
い
館
」
の
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
同

館
は
株
式
会
社
フ
ジ
医
療
器
の
磁
気
治
療
器
を
、
無
料
で
何

度
で
も
体
験
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
本
年
は
２
地
区

目
の
実
施
。
前
回
の
五
霞
地
区
で
は
約
４
カ
月
の
期
間
で
、

の
べ
１
万
人
程
の
来
場
が
あ
り
、
利
用
者
か
ら
は
「
血
行
が

良
く
な
っ
た
」「
通
院
で
解
決
し
な
か
っ
た
体
の
痛
み
が
改
善

さ
れ
た
」（
※
効
果
の
実
感
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。）な
ど

の
喜
び
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
境
支
店
駐
車
場
内
に
て
１
月
末
頃
ま
で
の
営
業
を

予
定
し
て
お
り
、
10
時
か
ら
13
時
、
15
時
か
ら
18
時
ま
で
の

２
部
制
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。（
土・日・祝
は
原
則
休
館
。）

　
お
体
の
お
悩
み
が
あ
る
方
は
、
是
非
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

外
国
人
実
習
生
受
入
調
印
式

総和地区女性部のみなさん

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
12
月
５
日
、
境
町
の
同
Ｊ
Ａ
本
店

に
て
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
農
家
の
新
規
受
入
及
び
契

約
更
新
調
印
式
を
開
き
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
、
同
Ｊ
Ａ
と
受
入
農
家
が
外
国
人
実
習
生
制

度
の
実
施
に
関
し
て
委
託
契
約
を
締
結
す
る
た
め
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
谷
島
勇
常
務
理
事
は「『
人
材
の
育
成
と

確
保
』
を
目
的
と
す
る
『
育
成
就
労
制
度
』
が
２
０
２
７

年
に
法
施
行
さ
れ
る
。
ま
た
、
気
候
変
動
に
よ
り
農
業
を

取
り
ま
く
環
境
が
大
変
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
今
後

も
的
確
な
情
報
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
は
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
が
実
習
生
の
新
た
な
受
入
や
契
約
更
新
す
る
際
の
注
意
点
に

つ
い
て
説
明
し
た
の
ち
、
受
入
農
家
と
Ｊ
Ａ
が
調
印
し
、
契
約
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。 オープニングセレモニーの様子

麦
屋
さ
ん
の
雰
囲
気
に
。
蕎
麦
を
茹
で
、
つ
け
汁
と
天
ぷ
ら
を
添
え
て
出
来
上
が
り
。

　
手
打
ち
な
ら
で
は
の
格
別
の
そ
ば
の
風
味
と
コ
シ
、
柔
ら
か
さ
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
は

ふ
ん
だ
ん
に
味
わ
い
「
ほ
ん
と
美
味
し
い
ね
」「
最
高
！
」「
ほ
か
の
お
蕎
麦
と
は
や
っ
ぱ
り

違
う
ね
」「
も
っ
と
食
べ
た
い
！
」
な
ど
楽
し
ん
で
い
る
模
様
。

　
「
お
蕎
麦
の
よ
う
に
細
く
長
く
過
ご
す
」「
今
年
の
苦
労
を
切
り
捨
て
、来
年
を
幸
運
で
迎

え
ら
れ
る
」
そ
ん

な
意
味
を
持
つ
年

越
し
そ
ば
。
来
年

を
笑
顔
で
過
ご
せ

る
「
願
い
」
を
込

め
て
私
た
ち
も
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

総
和
地
区
女
性
部

の
皆
さ
ん
、
お
い

し
い
お
蕎
麦
、
ご

馳
走
様
で
し
た
。



令
和
７
年
12
月
25
日

●
報
告
事
項
　
　

１
）
令
和
７
年
11
月
末
各
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
）
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
）
問
合
せ
・
相
談
・
紛
争
に
か
か
る
対
応
状
況
に
つ
い
て（
令
和
７
年
度
上
半
期
分
）

４
）
令
和
７
年
度
　
余
裕
金
運
用
実
績
報
告
及
び
債
券
銘
柄
別
評
価
損
益
に
つ
い
て

５
）
令
和
７
年
度
　
余
裕
金
運
用
計
画
額
及
び
運
用
方
針
に
つ
い
て（
第
４
四
半
期
・
年
次
）

●
付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
固
定
資
産
減
損
会
計
の
適
用
及
び
減
損
会
計
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
経
理
規
程
附
属
規
程
「
決
算
実
施
要
領
」
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
３
号
議
案
　
理
事
貸
出
金
に
つ
い
て（
案
）

第
９
回
理
事
会
だ
よ
り

⬇タテのカギ
二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

1
2
3
4
5
7
10
12
13
14
17
19
20

正月に食べる、モチ入り汁物といえば
どら焼きに挟み込まれているもの
おせち料理の定番の一品。卵が材料の一つ
交差ー、及第ー
右手がー、という人が多数派です
本を読み終えること
ガラガラとのどを洗います
旅立つ人のーに駅のホームまで行った
ワラや木やレンガの家を建てる童話があります
漢字で書くと百足。足の多い生き物です
椅子のこと。ロッキングー
アルカリと混ぜると中和します
焚くとよいかおりが広がります

2
6
8
9

10
11
15
16
18
20
21

➡ヨコのカギ

11 月号の答え

メレンゲを作るときに使う道具
鍋料理の締めにも使う麺
晴れかなあ、雨かなあ
牛、豚、鶏のものがよく流通してい
ます
令和８年の干支です
歯ブラシにつけます
自分の兄弟姉妹の息子
ダルメシアンはー模様の犬です
書き初め大会でーに選ばれた
受験生が空欄に書き込んでいくもの
単位はアンペアです

　第381号の答えは、「ブンカサイ」でした。
次の方が当選されました。おめでとうございます。
●関　　弘子 ●倉持　静子 ●知久　光江
●関口たか子 ●斎藤　義雄 ●張替　政樹

当
選
者

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
ブ ン カ サ イ

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）1185（生活企画課行とお書きください。）

〈
応
募
方
法
〉

☆
宛
先
は…

境
町
長
井
戸
23
番
地

　
　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
生
活
企
画
課

　
●

締
め
切
り
　
1
月
31
日
（
必
着
）

　
●

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り

　
６
名
の
方
に
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　（
Ｊ
Ａ
取
り
扱
い
商
品
）を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

メールでの
ご応募は

こちらから

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
一
番
興
味
を
持
っ
た
記
事
は
、ど
れ

　
で
す
か
。

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  

生
活
企
画
課
　
行

404060385
①フライパンにサラダ油を引き手羽先を並べ酒、みりんを入れ火にかける

②肉に火が通ってきたら砂糖、醬油、カレー粉を入れ色づくまで焼く

③味の素を加え最後に塩コショウで味を整える

むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖

【
作
り
方
】

【
作
り
方
】

白菜の中華スープ

【材料】
酒　大さじ2
みりん　大さじ2
砂糖　大さじ1
醤油　大さじ２

カレー粉　大さじ1/2
塩コショウ　適量
味の素　3振り
手羽先　10本

提供者
猿島中央支店職員

手 羽
  照 り
手 羽
  照 り

6 ＪＡ茨城むつみ　１月号

フ
ー
ド
バ
ン
ク
茨
城
へ
パ
ッ
ク
ご
飯
寄
贈

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
12
月
10
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
茨
城
に
対
し
て
、
管
内

で
採
れ
た
米
を
使
用
し
て
製
造
さ
れ
た
パ
ッ

ク
ご
飯
「
ふ
っ
く
ら
む
つ
み
ご
は
ん
」
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

で
、
栄
養
や
食
料
の
摂
取
を
学
校
給
食
に
頼

っ
て
い
る
子
供
た
ち
や
、
物
価
高
騰
の
影
響

で
食
費
を
切
り
詰
め
て
生
活
し
て
い
る
大
学

生
を
対
象
に
、
大
学
生
協
等
と
連
携
し
た
食

の
支
援
を
行
う
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
同
Ｊ
Ａ
の
谷
島
勇
常
務
理
事
は
「
食
を
通

じ
た
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
今
回
、

パ
ッ
ク
ご
飯
を
寄
贈
し

た
。
今
後
も
継
続
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。



①フライパンにサラダ油を引き手羽先を並べ酒、みりんを入れ火にかける

②肉に火が通ってきたら砂糖、醬油、カレー粉を入れ色づくまで焼く

③味の素を加え最後に塩コショウで味を整える

むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖

【
作
り
方
】

【
作
り
方
】

白菜の中華スープ

【材料】
酒　大さじ2
みりん　大さじ2
砂糖　大さじ1
醤油　大さじ２

カレー粉　大さじ1/2
塩コショウ　適量
味の素　3振り
手羽先　10本

提供者
猿島中央支店職員

手 羽
  照 り
手 羽
  照 り

7

野
菜
博
士
が
逆
井
山
小
学
校
へ
出
前
授
業

相
続
セ
ミ
ナ
ー
・
無
料
個
別
相
談
会
開
催

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
11
月
27
日
、
坂
東
市
立
逆
井
山
小
学
校
の

３
年
生
32
人
を
対
象
に
「
出
前
授
業
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
同
市
の
基
幹
産
業
の
１
つ
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
う
事
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
同
市
作
成
の
「
わ
た
し
た
ち
の
坂
東
市
」
の
教
科
書

に
基
づ
い
て
、
同
Ｊ
Ａ
猿
島
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
の
後
藤
政
司
セ

ン
タ
ー
長
が
「
野
菜
博
士
」
に
扮
し
て
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
「
レ
タ
ス
の
た
び
」
と
称
し
て
、
種
ま
き
か
ら
お
店

に
並
ぶ
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
を
用
い
て
説
明
し
、
種
の

形
の
ク
イ
ズ
や
レ
タ
ス
の
種
ま
き
の
一
連
の
農
作
業
を
体
験
し
な

が
ら
学
び
ま
し
た
。

　
授
業
終
了
後
に
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
猿
島
地
区
で

採
れ
た
「
レ
タ
ス
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
、
児
童
は
「
レ
タ
ス
の
種
ま
き
を
実
際
に
体

験
出
来
て
楽
し
い
」と
話
し
、坂
東
市
の
農
業
に
つ
い
て
学
べ
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
12
月
９
日
、
境
町
の
本
店
に
て
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
「
イ
ザ
っ
と
い
う
時
の
相

続
に
慌
て
な
い
よ
う
に
今
か
ら
で
き
る
相
続
準
備
！
」
を
テ
ー
マ
に
士
業
に
よ
る
相
続
セ
ミ
ナ
ー
と
無
料
個
別
相

談
会
を
開
催
し
組
合
員
、
職
員
ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
義
内
容
は
二
部
構

成
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
一
部
で
は
、
和
野
聡
司
法
書
士
か
ら
遺
言
・
相
続
登
記
に
つ
い
て
、
二
部
で
は
、

大
川
春
樹
税
理
士
か
ら
相
続
税
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
講
義
終
了
後
の
質
問
時
間
で
は
、
参
加
者
よ
り
質
問
が
あ
り
、
講
師
が
一
つ
一

つ
丁
寧
に
回
答
し
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
に
は
個
別
相
談
会
を
開
催
し
参
加
者
は
対

面
で
の
相
続
対
策
等
の
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
」
等
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
組
合
員
や
地

域
住
民
へ
の
事
業
継
承
や
相
続
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。






